
Ⅱ　平常時の準備

１．学校における防災体制


　

　




学校防災対策委員会の設置


校長は、教頭・教務主任・防災主任・生徒指導主事（主任）・保健主事・学年主任からなる「学校防災対策委員会」を設置するとともに、地震発生時等に徒歩などにより参集が可能な職員を「災害対策応急要員」として指名する。


　　〈学校防災対策委員会の主な役割〉


「学校防災計画」の策定


防災教育・防災訓練の計画・実行


教職員に対する研修の実施


日常的な施設点検等の実施


市役所・教育委員会事務局、ＰＴＡ、地域自主防災組織等との連絡調整








地震発生時（東海地震情報発令時）等の基本的対応についての周知


学校の対応（休校措置・登下校時の対応・児童生徒の引き渡し・連絡方法等）について教職員間の共通認識を図るとともに、保護者に対して、機会あるごとに周知し、徹底を図る。（文書での通知・ＰＴＡ総会や懇談会等での説明）








校内の避難経路、児童生徒の避難集合場所の明確化


校内各所からの避難経路を複数定めておくとともに、避難の妨げとなるような物品を避難経路に置かないなど日頃から管理に配意する。また、特別な教育的支援が必要な児童生徒への対応についても具体的に定めておく。











放課後の様々な事業等との連携


「放課後児童クラブ」等は、災害を想定して予め対応策を協議しておく。














非常持出用重要書類等の準備・把握


非常時に持ち出すべき書類について予め確認し、誰がどのように持ち出すかを決めておく。非常時の取扱いにあたっては、児童生徒のプライバシーに係わる書類であり厳重に扱うことが求められる。


また、児童生徒の保者への引き渡しや避難民への連絡のため、簡易マイク・模造紙・墨汁・マジック・ガムテープ・救急セット等を準備しておくことも大切である。
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